
・始めにご挨拶行い小規模多機能かをるのご紹介をさせていただき、ぽっぽクリニック赤羽先生

のご紹介をさせていただきました。

〇通院困難な患者さんのもとに医師が定期的に伺い、計画的に治療、健康管理を行っています。

〇病気の治療だけではなく、転倒や寝たきり予防、肺炎、床ずれなどの予防、栄養状態の管理など予測

されるリスクを回避し、入院が必要な状態を未然に防いでいきます。

・続きまして本題の訪問診療とはどのようなサービス行うのか。みなさんにお話しました。

薬剤師3名、製薬会社職員2名、市役所職員 1名 利用者様3名、かをる職員3名

合計約49名

会場：旧川西中学校

◎参加者 地域住民26名、各包括支援センター職員8名、社会福祉協議会職員1名、民生委員2名

☆ぽっぽクリニック赤羽医師を講師にお招きし第3回目の地域講習会、訪問診療について行いました。

訪問診療のイメージは医師が往診に来る漠然としたイメージがありますが先生のお話を聞くと

記録者 ： 樋口

患者様の体調はもちろん家族の様子なども見ていくことが大切なのですとおちゃっていました。

14 ： 00月 26 日 金 曜日 13日時 ： 令和 6 年 1 ： 00 ～

訪問診療とは

地域で支え合う講習会 報告書



ことではなくチームで対応しています。また医師がリーダーであるように思われますが多職種を

は看取りを行っています。

〇家族の思いを聞いたり、今後起こりえることへの助言や介護へのアドバイスをする。（家族ケア）

まとめていくのはケアマネージャーさんなのです。まさにワンチームで患者様、患者様の家族を

支えています。大田原市には多くの事業者があり仲間がたくさんいます。

訪問診療は、家族や本人の意向から始まることが多いです。訪問診療を考えている方がいれば、

ぜひかかりつけ医、主治医をもって下さい。

・リィスカッション方式で地域の方々に質問しながら講義を進行しました。

〇訪問診療ではたくさんの仲間がいます。私たち医師、訪問看護師さん、薬剤師さん、

訪問リハビリさん、ヘルパーさん、福祉レンタル業者さん、病院の地域連携室さん、

市の職員さん、ケアマネージャーさんなど一人の患者様に対応しています。医師一人で行う

サービスの調整など行っています。

〇終末期の患者さんが最期まで自宅で過ごしたいという希望があったり、家族の強い意志がある場合

〇自宅でその人らしく生活できるように、ケアマネージャーや訪問看護師等への連絡や介護



・最後に大田原市の東部、中央、西部包括支援センターさん、訪問看護師さん、薬剤師さん、

製薬会社さんの宣伝ご紹介をしました。改めて大田原市には医療、介護に係る職種の方が

多く、また仲間がたくさんいることが実感できました。

△アンケート参照

△資料別紙参照



ぽっぽクリニック

赤羽 麿行



訪問診療って
どういうイメージ？



訪問診療とは
通院困難な患者さんのもとに医師が定期的に伺い、計
画的に治療、健康管理を行う。

病気の治療だけではなく、転倒や寝たきり予防、肺炎、
床ずれなどの予防、栄養状態の管理など予測されるリ
スクを回避し、入院が必要な状態を未然に防ぐ。

自宅でその人らしく生活できるように、ケアマネージャー
や訪問看護師等への連絡や介護サービスの調整。

終末期の患者さんが最期まで自宅で過ごしたいという
希望があったり、家族の強い意志がある場合は看取り。

家族の思いを聞いたり、今後起こりえることへの助言や
介護へのアドバイス。（家族ケア）



訪問診療の仲間

患者

訪問薬剤（薬剤師）

訪問入浴（ヘルパー、
介護士、看護師）

訪問看護（看護師）ケアマネージャー

訪問リハビリ（理学療法士、
作業療法士、言語聴覚士）

地域包括（ケアマ
ネージャー、保健師、
社会福祉士）

行政
保健師

往診医（医師）

地域連携室
（退院看護師、
ソーシャルワーカー

福祉用具レンタル

★往診や、訪問看護は24時間対応しているところも多い。

訪問介護（ヘルパー）



訪問診療のはじまり方

・かかりつけ医
に相談をする。

・かりつけ医より
提案。

ケアマネ、
退院支援
看護師と
サービス調

整

担当者会議、
拡大カンファ
レンス

訪問診療

開始

地域連携

より依頼



私が考える訪問診療
在宅診療というと最期まで、自宅で過ごすことが最善と思っ
ている医療従事者も多いが、家族の介護力や思いを尊重
し、施設に預けるor病院への入院も状況によっては考える。
結果として、自宅で最期まで看取れたらそれでよい。

訪問診療において、訪問看護師の力量は重要と思ってい
る。医師以上に頻回に訪問してくれており、状況把握もして
くれる。訪問看護師の報告はきちんと聞くようにしている。

医師はチームリーダーではあるが、多職種を理解し、

より、円滑に診療をしていく責務があると思って診療に

あたるようにしている。



まとめ
訪問診療は、家族や本人の意向から始まることが多
い。訪問診療を考えている方がいれば、かかりつけ
医や入院先の主治医に相談することが大切。

訪問診療を掲げていなくても、往診といった形で応
じてくれる開業医もいる。（相談できるかかりつけ医
をもつ）

介護サービスも、昔と比べてかなり多種多様になっ
てきており、事業所も増えている。ケアマネジャーと
相談し、経済的な面もあるが、使えるサービスは積
極的に使用して、在宅生活を整えていく。

途中で、施設や病院へという方向転換は大いにあり。

訪問診療において多職種連携、チーム医療は必須。



1.年齢 あてはまるところに〇をつけてください

10歳代 20歳代(3) 30歳代(2) 40歳代(3) 50歳代(5) 60歳代(10)

70歳代(10) 80歳代(5) 90歳代 無回答(11)

2.性別

男性(9) 女性(33) 無回答(7)

3.居住地

川西地区(15) 黒羽地区(6) 両郷地区(5) 須賀川地区 湯津上地区(1)

  黒羽地区以外(7)（　大田原5　　宇都宮1　　那須塩原1　　） 未回答（15）

4.介護の経験

あり（7） なし（30） 未回答（12）

5.訪問診療の経験

あり（5） なし（30） 未回答（14）

訪問診療を受けた時の感想（複数回答可）

・してよかった（15） ・しない方がよかった

・大変だった（1） ・思ったより大変でなかった

・その時の感想など（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・受けたことがない（33）

6.お話しを聞いて、訪問診療を理解できましたか

理解できた（40） ほぼ理解できた（9） 理解できなかった

7.お話しで印象に残った事はどんな内容でしたか？

・町の医師が往診してくれるとは知らなかった。

・医師だけでなく看護師さん、ヘルパーさん、包括の方など様々な方々が関り患者を診てくれる

ことを知り心強い。

・主治医がいないので今度ぽっぽクリニックへ行ってみようと思います。

・往診の際、家族のケアの重要性を学ばせていただき感銘を受けました。

・チームケアの重要性をこの講義で学ばせてもらいました。

・家族一人でがんばらないで近所や身内そして専門スタッフを頼ることの大切さが分かりました。

家族だけではとてもじゃないですが心配ですぐ入院とかさせそうです。

・かなり多くの専門職が訪問診療に関わっていることが理解できました。

第3回目：訪問診療について（赤羽先生のお話）アンケート（49名回答）

☆みなさん理解できました。



・訪問診療をすることで入院せず自宅で過ごせるそして最後まで迎えることもできることを

知りました。

・訪問リハビリで言語聴覚士のお話。飲み込む能力の維持が大事であると知りました。

・元気なうちに最期どうしたいか家族と話あっておくと先生がおっしゃっていましたがまさに

その通りだと思いました。これから家族と話し合っていこうと思います。

8.その他（ご意見・ご感想など、何でもご記入ください）

・大田原市民で良かったです。みんなで支え合って地域で暮らせて行けるんだなと実感しました。

・赤羽先生の話を聞いて元気に頑張って過ごして行けると思える力強い講演会だったと思います。

・今日は参加できてよかったです。とてもためになりました。

・自分もいつどうなるか分からないので大変勉強になりました。

・元気なうちに家族と話し合うことが大切だなと思いました。

・とてもわかりやすい話でした。ありがとうございました。

・講義中質問しながら答え合わせをされていたのでとても内容が分かりやすかったです。

・歳をとり足腰が弱く車の免許返納したりと受診は大変ですが訪問診療があるととても助かります。

・専門職として在宅看取りの整え方は理解している。先日父を看取ったが病院だったので

自宅で看取りたかったと思いました。
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会

員

募

集

中

30周年 記 念
キャンペーン実施中‖

日

□

こ書
の訪
問

先
日
、
「
訪
問
診
療
」
が
テ
ー

マ
の
講
話
会
が
旧
川

西
中
学
校
で
開
催
さ
れ
、
地
域
住
民
な
ど
約
５。
人
が

耳
を
傾
け
た
。
誰
も
が
訪
れ
る
「
老
い
」
の
現
実
に
家

族
は
ど
う
向
き
合

い
、
自
分
ら
し
く
ど
う
過
ご
し
て

い
く
か
…
。

そ
こ
で
今
月
は
、
講
演
さ
れ
た
ぽ
っ
ぽ
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
那
須
塩
原
市
石
林
）
の
赤
羽
麿
行
院
長
に
あ
ら
た
め

て
、
「
訪
問
診
療
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た

の
で
、
医
療
現
場
の
貴
重
な
声
と
し
て
お
伝
え
す
る
。

自分らしい人生、まずは「かかりつけ医」と相談を―
先
生
が
考
え
る
訪
間
診
療

と
は
ど
う
い
う
も
の
か
？

（赤

羽
）
自
宅
で
そ
の
人
が

自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
よ

う
に

二
人
三
脚
で
診
療
し
て

い
く
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず

「ど

の
よ
う
な
生
活
が
し
た
い
の
か
」

を
、
本

人
や
家

族
か
ら
よ
く

話
し
を
聞
き
、

そ
の
う
え
で
在

宅
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
チ
ー
ム

と
し
て
患
者
さ
ん
や
家
族
と

向
き
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

―
こ
の
チ
ー
ム
・仲
間
と
は
？

（赤
羽
）
ご
本
人
、
ご
家
族
、

往
診
医
（医
者
）
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
地
域
包
括
、
訪
問
介

護
、
訪
問
薬
剤
師

の
方

々
な

鼻外
羽
鯛賤國
ビヽ
（ぽ
っぱ
ク
リ
ニック
）に
直
撃
イ
ン
タ
ビ
ュー

1月 下旬、「おひさまカフェ」と

ぽ
弓写臭熙罰直ξ 

「小規模多機育
鰊層θ霜製3解

生

活
で
き
る
環
境

を

チ

ー

ム
と
し
て
サ
ポ

ー

ト
で
き

る
と

い
う

こ
と
で
は
な
い
で
し
よ

う

か
。
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
ク
オ

う

言
葉
を
、
何
度

か
耳
に
し

た
こ
と
が
あ
る
方
も
多
い
で
し

ょ
う
。
生
活
の
質
を
表
す
Ｑ
Ｏ

Ｌ
は
、
「
自
分
ら
し
い
充
実
し

た
人
生
を
送
る
」
と
い
っ
た
意

味
を
持
ち
ま
す
。
そ
の
た
め
、

い
つ
ま
で
も
健
や
か
で
快
適
な

人
生
を
送
る
た
め
に
は
、
Ｑ
Ｏ

Ｌ
の
向
上
は
こ
れ
か
ら
の
時
代
、

さ
ら
に
求
め
ら
れ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。

リ

テ
ィ
ｏ
オ
ブ

・
ラ

イ

フ
）
と

い

ど
で
す
。
医
師
は
リ
ー
ダ

ー

と
し
て
多
職
種
を
理
解
し
、
円

滑
に
診
療

し
て
い
く
責
務
が

あ
り
ま
す
。
今
後
は
こ
の
よ
う

な

「
在
宅
チ
ー
ム
医
療
」
が
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
誰
が
上
だ
、
と

か
で
は
な
く
、
み
ん
な
で
協
力

し
て
い
く
こ
と
で
す
よ
ね
。

―
訪
間
診
療
を
受
け
た
い
方
は

具
体
的
に
ど
う
す
れ
ば
良
い
で

し
よ
う
？

（赤
羽
）
ま
ず
は
、
か
か
り
つ

け
医
や

入
院
先
の
主
治
医
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
そ
の
病
院

・
医
師
が
訪
問
診
療
に
対
応

出
来
る
か
否
か
は
重
要
で
す
ё

仮
に
か
か
り
つ
け
医
の
訪
間

診
療
が
厳
し
い
場
合
で
も
、
医

者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ

り
ま
す
の
で
紹
介
も

可
能
で

す
。
「歳
を
重
ね
て
き
て
通
院

が
困
難
に
な
っ
て
き
た
」
、
「最

期
ま
で
自
宅
で
過
ご
し
た
い
」

と
い
う
思
い
を
医
師
に
伝
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。

１
訪
間
診
療
の
メ
リ
ッ
ト
・デ
メ

リ
ッ
ト
は
何
で
す
か
？

（赤
羽
）
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ら
、

や
は
り
受
け
ら
れ
る
医
療
に

限
界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
高

度
な
医
療
を
受
け
る
の
が
困

難
と
い
う
こ
と
。
メ
リ
ッ
ト
な

ら
、
そ
の
人
が
そ
の
人
ら
し
く

光
と
熱
の
光
線
治
療
器
『
コ

ウ
ケ
ン
ト
ー
』
に
よ
る
施
術
が

好
評
の
、
は
る
い
ろ
や

つ
き
よ

く
（浅
香
）は
、
先
月
ょ
り
雲
巌

寺
を
お
借
り
し
て
光
線
療
法

出
張
体
験
会
を
始
め
た
。

１
０
０
０
円
の
お

試
し
特
別
価
格

と
な
る
。

雲
巌
寺
の
原
一魂
卵
老
師
は

「地
域
の
高
齢
者
に
は
大
変
喜

ば
れ
る
お
話
を
い
た
だ
い
た
。

静
寂
な
環
境
も
ま
た
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
て
治
療
に
は
良
い
の

で
は
」
と
話
し
て
い
た
。
ご

予

約
は
、
は
る
い
ろ
や
つ
き
よ
く

Ъ
０
２
８
７
（
４７
）４
５
６
０

【光
線
治
療
器
コ
ウ
ケ
ン
ト
，
と
は
】

太
陽
光
に
似
た
光
線
を
人
体
へ
照
射
す
る
こ

と
で
、
赤
外
線
、
可
視
線
、
わ
ず
か
な
紫
外
線

等
の
連
続
ス
ペ
ク
ト
ル
光
線
と
、
熱
の
効
果

で
日
常
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
補
う
治
療
器
。
太
陽
の
光
と
同
じ
波
長

の
光
を
体
の
痛
い
部
位
に
当
て
る
こ
と
で
症

状
を
緩
和
さ
せ
る
こ
と
に
期
待
が
で
き
る
。

はるいろ
やつきよく

光
と
熱
の
光
線
治
療
器

「
コ
ウ
ケ
ン
ト
ー
」

雲
巌
寺

へ
出
張
、
治
療
体
験
会
開
催

ヘ

医療・健康コラム

トクター
分6の手瓢

ど

ん
な

病

気

で
も
安

静

と

食

事

療

法

は
と
て
も

大

切
で
す

。
食

事

療

法

を
誤

る

と
症

状

を

悪

化

さ
せ
、

治

る
の
が
遅

く
な

り
ま
す

。

嘔

吐

し

て
い
る

場

合

は

絶

食

に
し
て
水

分
と
糖

分

を
摂

り
ま
す

。
そ
の
た

め
お
茶

や

白

湯

で
は

な
く
、

イ
オ
ン
飲

料

や

経

口

補

水

液

が
適

し
て
い
ま
す

。
よ
く
お

子

さ

ん
に
イ
オ

ン
飲

料

を
薄

め
て
飲

ま

せ
る

人

が
い
ま
す

。
大

人
の
飲

み
物

だ
か
ら
濃

い
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
よ
う
で
す
が
、
薄

め
る

必

要

は
あ

り
ま
せ
ん
。
薄

め
た
ら
体

に
必

要

な
糖

分

や
電

解

質
が
薄

ま
っ
て
し

ま
う
か
ら
で
す
。
吐
き
気
が
治

ま
っ
た
ら
食

事

を

開

始

し
ま
す
が
、

消

化

の
良

い
物

に

し
ま
す

。
消

化

の
良

い
物

と
は
煮

た

り
蒸

し
た
り
し
た
軟

ら
か
く
、

油

の
少
な
い
物

で

す

。
果

物

（
り

ん
ご

以

外

）
は

繊

維

が

多

く
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
は
乳

脂
肪
が
多

い
た
め
適

し
ま
せ
ん
。
特
に
ご
家

族

が
具
合

の
悪
い
と

き
に
こ
そ
手
を
か
け
て
、
お
か
ゆ

な
ど
を
作

っ
て
看

病

し
て
あ
げ

て
欲
し
い
で
す
。

お

子
さ
ん
が
便

秘

の
時

に
「
お
な
か
に
よ

い
も
の
」
と
消

化
の
よ
い
食
事

を

与
え
る
人

が
多

い
で
す
。

で
も
そ
れ
は

嘔

吐
や
下
痢

の

時
の
治
療

な
の
で
、

逆

に
便
は
も
っ
と

硬
く

な

り
ま
す

。
便

秘

の
時

に
は

逆

の
物

、
消

化

の
悪

い
物

（
硬
い
、

水

分

の
少

な
い
、

油

の
多

い
）
が
い
い
で
す

。
詳

細
は
次

号
に
！

食事療法
あさかクリニック 小児科
院長 若江 恵利子先生

小児科

医療法人 恵徳会

あさかクリ、ニック
litit キキ11l Fよ 千ll了ヽ

〒324-0043栃木県大田原市浅香3-3711-12

■[0287-22-2601体 診日:水曜日午後 。第2金 。日曜・祝日

有限含性くすりのサトウ 星重さユる」:重の2⊇塑[と重誓塾_空旦菫上:【 :

ぉ一ノ、ぉιヽと|,の 体質にあわせて

1業方薬をお選びいたします

さとう薬局 やまゆり薬局
〒324-0241栃 木県入田原市黒羽向町447-6

T[10287-54-2034
〒524-0241栃 木県大口原市早羽口町6

1[[0287-53-0303

弓曇麹唐融霧懃叡寛頑3G〕奪
～

ちよつと気になること'相設しにくいこと
お気軽にご相談下さぃ。 ´踏集.:・

+クスリのマニワ
〒324-0058栃 木県大田原市紫塚3丁目2663-23

T[L.0287-22-2113

施
術
を
受
け
た
く
て
も
、

市
内
ま
で
行
く
の
が
困
難

な
方
や
、
足
腰
の
痛
み
な

ど
で
お
悩
み
の
方
な
ど
に
、

コ
ウ
ケ
ン
ト
ー
を
体
験
し

て
い
た
だ
き
、
健
康
相
談

も
受
け
る
。

日
時
は
、
３
月
‐７
日
（
日
）

と
４
月
２１
日
（
日
）
の
１０
時

～
１４
時
で
完
全
予
約
制
。

施
術
は
普
段
着
の
ま
ま
で
、

足
裏

中

心
に
約

１５
分
間
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